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区議会だよりは、地球環境保護のために大豆インキと古紙パルプ配合率100％再生紙を使用しています。

　平成19年第2回定例会は6月14日から26日までの13日
間の会期で開かれました。
　この定例会には区長から、補正予算を含む議案8件、同意
1件、報告5件が提出されました。これらの議案は、いずれも
原案のとおり可決されました。
　議員からは「国・地方を通じた税財政制度の見直しに関す
る意見書」「高速道路料金不払い運動を助長した田中健議員に
対する辞職勧告決議」（下記に決議文掲載）を含む５件の議案
が提出され、継続審査となった1件を除き、それぞれ可決され
ました。意見書は関係機関に送付しました。
　この定例会の会議録は、9月中旬にできあがります。詳細は
区議会ホームページ、お近くの図書館、コミュニティ図書館、
または区議会事務局でご覧ください。

補正予算を含む８議案を可決！補正予算を含む８議案を可決！
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183 号の
主な記事

2007年（平成19年）7月20日

第183号

● 予算 ・平成19年度江戸川区一般会計補正予算（第1号）
● 条例 ・政治倫理の確立のための江戸川区長の資産等の公開に関する条例
（一部改正） ・財産の交換、譲与、無償貸付等に関する条例
 ・江戸川区地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例
 ・江戸川区立公園条例
 ・江戸川区納税貯蓄組合補助金交付条例等
● 契約 ・江戸川区鹿本小学校屋内運動場改築工事請負契約
 ・物品の買入れ　※1
● 同意 ・江戸川区教育委員会委員の任命同意
● 報告 ・専決処分した事件の報告
 ・平成18年度江戸川区一般会計の継続費の繰越使用
 ・平成18年度江戸川区一般会計の繰越明許費の繰越使用
 ・平成18年度江戸川区介護保険事業特別会計の繰越明許費の
 繰越使用
 ・議決を得た契約の契約変更

※印は賛否の分かれた議案
※1　賛成41（自由民主党、公明党、民主・ネット、日本共産党、無所属クラブ）
 反対  2（一人の会、プロジェクト江戸川）
※印以外の議案は全会一致で可決

会派の略称　民主・ネット＝民主党・生活者ネットワーク

●●●●●●区長提出議案区長提出議案●●●●●●

6月 14日 ...........議案上程、委員会付託

 19日 ...........代表質問

 20日 ...........議案審査

 21日 ...........請願･陳情等の審査

 26日 ...........委員会報告及び表決

◎第2回定例会日程◎

高速道路料金不払い運動を助長した
田中健議員に対する辞職勧告決議

　田中健議員は、高速道路料金不払い運動を進める「フリーウェイクラブ」の会
長らと共謀し、会員に高速道路料金を支払わずに通行させた疑いにより、滋賀県
警察本部に昨年11月15日逮捕された。
　高速道路料金の不払いは、道路整備特別措置法に違反する行為であり、法令等
は、国民が守るべき規範である。まして、多くの有権者から信託を受けた公職に
ある議員は、日本国憲法を始めすべての法令を遵守すべき立場であることは言う
までもない。
　にもかかわらず、違法行為を助長する団体の副会長として、会員に料金の不払
いを勧めたことは、議員としてあるまじき行為であり、言語道断である。
　6月7日の彦根簡易裁判所の判決では、「有料道路の円滑な料金収受を妨げ、そ
の料金体系や適正な運営を脅かし、道路行政、社会的財源基盤に悪影響を及ぼす
犯行である」などとして、検察側の求刑どおり罰金200万円の有罪判決を言い渡
された。その際の新聞報道によると、裁判官の説諭の中で、「順法精神のない者に、
議員として立法に携わる資格はない」と指弾された。
　判決公判後、田中健議員は記者団に対し、判決に納得できないとして、即日控
訴し、また、進退について問われると「区民に辞めろと言われるまで辞めるつも
りはない」と強気の姿勢を崩さなかったという。
　江戸川区議会は昨年12月12日に、田中健議員の行為によって、区民のみなら
ず、広く一般の方々に区議会の品位に疑念を与え、区議会の名誉に大きく傷をつ
けられてしまったことに対して、「田中健議員に対する問責決議」を議決し、議員
辞職を視野に入れた猛省をするよう求めたところであるが、一向に反省が見られ
なかった。
　平然と法律を守らず、警察に逮捕・勾留され、しかも求刑どおりの有罪判決を
受ける議員がいること自体、区民に対する大きな背任行為である。
　よって、江戸川区議会は総意をもって、田中健議員の辞職を強く求める。
　以上、決議する。

　平成19年6月26日
江 戸 川 区 議 会

議員から出された議案で結果が出されたもの
意見書は各関係機関に送りました

● 国・地方を通じた税財政制度の見直しに関する意見書　　　　　　　　　　　　　
 　賛成 38（自由民主党､公明党､民主・ネット､一人の会､無所属クラブ､プロジェクト江戸川）
 　反対   5（日本共産党）
 ［衆議院議長､参議院議長､内閣総理大臣､総務大臣､財務大臣､経済産業大臣､
 経済財政政策担当大臣　あて］

● 改正道路交通法における違法駐車取締りに関し特例措置を求める意見書（全会一致）
 ［内閣総理大臣､国土交通大臣　あて］

● 異常気象による災害対策や地球温暖化対策の強化・拡充を求める意見書（全会一致）
 ［内閣総理大臣､文部科学大臣､経済産業大臣､国土交通大臣､環境大臣　あて］

● 高速道路料金不払い運動を助長した田中健議員に対する辞職勧告決議（全会一致）
 　棄権   2（無所属クラブ、プロジェクト江戸川）

 会派の略称　民主・ネット＝民主党・生活者ネットワーク

平 成 １９年平 成 １９年
第2回定例会第2回定例会

意見書3件と決議1件を可決
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代表質問代表質問

日本一満足できる「わが
まち」づくりについて

自由民主党

小泉　としお

問　区長公約の日本一満足のできる「わがま
ち」づくりは、日本一の江戸川区づくりであ

る。掲げられた「子育て環境」「いきいき健康」

「エコタウン」「地域力」の４つの柱に区民と

共に挑戦するという並々ならない決意が示さ

れている。この公約は、区と区民の協働目標

として、区民に明るい大きな夢と希望を与え、

大きな期待が寄せられている。日本一満足の

できる「わがまち」実現に向けた施策の推進

について所見を。

答　選挙の公約で日本一満足のできる江戸川
区をつくっていこうと言ってきた。具体的に

は、子育てであり、健康の問題、環境の問題

や万般にわたる地域力を高めて、いい街を目

指そうということである。それは、区民の努

力で培ってきた地域力がなければ、達成でき

るものではない。行政と地域が一緒になって、

いい街をつくっていこうとする力によってで

きあがる。これからもいい目標をたくさん提

供し、努力をし、地道に多くの方と共に日本

一満足のできる江戸川区に向かい、前進して

いきたいと考えている。

問　子育て支援、高齢化社会、まちづくり、
小中学校改築等、行政需要が高まることが予

測される中で、健全財政堅持のため、自主財

源の充実が大きな課題である。更なる自主財

源の確保に向け、その根幹をなす特別区民税

収入を増やし、安定歳入に結びつけるため、

英知を結集して取り組むべきだが所見を。

答　行政が区民の所得を高めていくには、遠
回りではあるがよい地域社会をつくり、グレ

ードの高いまちをつくっていくことで、企業

や住民の方々の活動が経済的にも力強いもの

になっていくことを目指すしかないと考える。

行政運営では、健全財政を維持するため、人

員削減を行ってきた。人員削減をし、それを

民活により、地域産業に置き換えることで活

性化にも繋がる。さらに力強く進めていく。

問　安全安心まちづくり運動が更に大きな成

果を収めるためには、自転車がらみの犯罪を

いかに減少させるかにかかっている。「日本

一安全・安心のまち」づくりに向けた防犯対

策推進への取組は。

答　子ども犯罪抑止のために、子どもたちの
健全育成をしっかりやっていかなくてはなら

ない。多くの方に訴え、中学生による自転車

盗ゼロ作戦もやっている。中学生にも安全安

心運動に参加してもらい自覚を高めていく。

問　スーパー堤防事業は、一部区間の完成で
あっても高台の避難場所となり、防災拠点と

して有効な場所となる。区民の生命、財産を

守るという確信の上に立って推進すべきであ

る。さらに安全安心という財産を子々孫々に

残すため、いかなる困難も克服し、やり遂げ

なければならない事業である。所見を。

答　街づくりと合わせスーパー堤防事業を実
施すれば、街がよくなるという新たな成果を

生む。地形が水害に対し弱点を持った区であ

り、異常気象等にも万全を期すために、よく

ご理解いただき粘り強く続けていきたい。

区政運営及び救急等
医療体制の拡充について

公　明　党

竹内　すすむ

問　3期目の区政運営の基本的な考え方は。
答　行政と区民が共に地域力を高め、地域を
よくしていくことに、お互い力を出し合う体

質を江戸川区の中に充満させていきたい。

問　はしか患者の流行に対する対応状況と今
後、区民が安心できる「はしか」集団感染防

止への対策は。

答　2歳から中学 3年生までの未接種・未
り患者に公費による任意の予防接種を実施し

ている。はしかの感染予防には、ワクチンの

接種しかないので、接種率を高めていく。

問　環境をよくする運動等の推進など区民
一人ひとりが地球環境の大切さの認識を深め、

素晴らしい地球を守るための主人公になるこ

とこそ、エコタウンの実現につながる。日本

一エコタウンの実現への具体的な取組は。

答　環境問題を最も象徴的にわかりやすく
表現している言葉が「もったいない」である。

もったいないという感覚を常に念頭において

物事にあたれば環境問題は前進する。もった

いない運動を全区的に広げ、それぞれができ

る方法で最大限の努力をしていく。

問　母体や胎児の健康確保を図るうえで、妊
産婦健診の重要性、必要性は高まっている。

誰もが安心して出産できる環境を万全にして

いくことが大事であることから、妊産婦健診

の経済的負担を軽減する支援策を。

答　公費による負担は、都内共通基準で実施
している。合理的な手法を見つけ出していく。

問　小児救急医療体制の充実について
⑴江戸川区は南北に長く移動に時間がかかる

ことから、現在の医師会館のみの休日診療所

を船堀以南にも設置することの検討を。

⑵未来の宝である子どもたちの命を守るため、

東京臨海病院をはじめ主要病院での小児科医

の確保と救急医療体制の拡充を。

答　⑴引き続き、医師会と検討していく。
⑵小児科医不足については、全国的な問題で

ある。区では解決できない面があるが、全国

市長会などで、問題を大きく取り上げ、国が

抜本的な対応をとるよう促進していく。

問　防災対策について
⑴災害対策課を土木部の組織にし、体制を変

更したことにより、防災対策の更なる充実を。

⑵自力で避難等できない方の援護における協

力体制の必要性の啓発や防災マップづくりな

ど災害時要支援者対策の更なる整備を。

答　⑴災害対策は、迅速さが重要であること
から、機動力があり水防などハード面の対策

をしてきた土木部を所管とした。

⑵地域の方々の共助によって、犠牲者を少な

くしていくことが重要。防災マップづくり等

を全区的にすすめていく。

問　年金保険料の納付記録もれ問題について、
年金に関する相談・説明業務の充実など、区

民の不安を少しでも減らすための対応を。

答　区にはデータがないので、最終的には社
会保険庁の対応になるが、区民の疑問解消の

ための相談に対しては丁寧に対応し、確たる

結論を得るためのお手伝いをさせていただく。

健全財政徹底推進、
住民参画の協働型区政！

民主党・生活者ネットワーク

笹本　ひさし

問　特別区の再編議論や行政サービスの変化
など民意を最大限に尊重しながら、コミュニ

ティのさらなる醸成と健全財政の推進が望ま

れている。財政的にも恵まれた成長期の行政

サービス（道路・下水道・街路灯整備等）の

規格品大量サービスとは異なり、複雑多岐な

行政需要に直面するようになってきた。区民

ニーズは明らかに規格サービスから質的サー

ビスへと変わっている。また、治安秩序の安

定、環境対策、少子高齢化社会のような国家

存亡の危機に直面しているのが今日の現状で

ある。さらに、地球環境の危機が叫ばれ、持

続可能な循環型地域社会の構築は喫緊の課題

区政への質問区政への質問
　
　6 月 19 日に代表質問が行われ、区政運営、行財政改革、防犯対策、

防災対策、子育て支援などのほか、区政全般の課題について活発な

議論が展開されました。ここでは、質問と答弁の要旨を掲載しています。

子育て

健 康

エコタウン

日本一の満足

地域力 「わがまち」づくり

妊産婦健診
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でもあり、地域・行政・議会がパートナー

シップを発揮しあっていくことが必要である。

本格的な地方分権社会を迎え、地域コミュニ

ティを大切にする多田区政が創造する日本一

満足できるわがまちのビジョンは。

答　民意を反映するのは、当然だが民意だけ
で組み立てられるものではない。国や都がや

るべきことをやり、区がすべきことの仕分け

がしっかりできたうえで、自主的な財源に基

づき、住民が使い道を自主的に決められると

いう新しい形の地方分権が実現するよう努力

をしていかなければならない。

問　自治基本条例は、理念の宣言という範囲
を超え、考え方としては「街づくりの方向性、

将来性を権利として保障する条例」あるいは、

「子どものための権利条例」など人権的な側

面、持続可能な環境保存を宣言するなど急速

な進化を見せている。地域が協働し、わがま

ちを創造する大きな推進力となる「区民憲章・

江戸川自治基本条例」いわば、「日本一のま

ちづくり条例」について考えを。

答　形だけの条例はできると思うが、地方自
治を取巻く条件整備等がなされなければ期待

しうる内容の基本条例は制定できない。

問　債権管理マニュアルの策定について
全国の自治体を取巻く財政環境は極めて深刻

で、保育料や給食費の未払い、滞納等が取り

沙汰される一方、貸付金のような「私債権の

収入未済」が共通の課題である。長引く構造

不況を思えばやむを得ないことかもしれない

が、累積額の増加は見過ごすことはできな

い。未回収の私債権の管理、整理は全国初の

取組であり、健全財政日本一を目指す本区と

しては、速やか、かつ適切な債権整理と併せ

て、債権管理マニュアルの実効性に大きな期

待をしている。江戸川区の私債権の状況や内

容、今後の整理に向けた取組みは。

答　行政の公平・公正の観点から、当然区に
納めていただくものは、特別の事情があるも

のを除き、義務を果たしていただくのが大原

則である。税には強制執行権が与えられてい

るが、私債権は裁判所が管轄となる。速やか

に現状の法制下の中で、民事的な手法により

解決できる債権管理マニュアルを弁護士会の

協力で作成した。このマニュアルによって公

正・公平な行政を推進していきたい。

住民税軽減、中３まで
医療費無料、保育園建設

日本共産党

須田　哲二

問　大増税から区民のくらしを守るために
⑴生活保護程度の収入しかない区民に対し、

増税による区民税所得割分を免除する検討を。

⑵全ての要介護者に税負担を軽減できる制度

を周知し、障害者控除認定書の発行を。

答　⑴増税感はあるが、所得税から住民税へ
の税源委譲と定率減税廃止によるものである。

⑵要介護度 4 ･ 5 の方は、その認定を持って

控除の対象としている。

問　区民の命と健康を守るために
⑴ 10月から小学校 6年生までの通院医療費

が無料化されるが、他の 22区と同様に中学

校 3年生まで対象年齢の拡大を。

⑵区と医師会など関係者の努力で、高い成果

をあげている区民健診等が、医療制度改革に

より有料化されると、受診率が下がることが

懸念される。生涯にわたる健康づくりの支援

の立場から無料制度の継続を。

⑶妊婦健診の公的支援は、前期と後期それぞ

れ 1回の計 2回で、当事者の負担は大きい。

厚生労働省から今年1月に安心して出産する

ためにも5回以上の健診が必要として、最低

5回の無料健診を実施するよう通知が出され

ており、できるだけ早い時期に妊婦無料健診

の回数を増やすか、健診への助成を。

答　⑴子どもの多い江戸川区ではいろいろ
な意見を聞き、施策全体のバランスの中で 6

年生までとした。引き上げるつもりはない。

⑵区が保険者として行う国保健診は、23区

統一保険料維持など課題があり、検討中である。

⑶公費による負担は、都内共通の基準で実施

している。合理的な手法を見つけ出していく。

問　区内のコムスン関係事業者の実態と現在
利用している方々を含め、今後どのようにな

るのか。また、今回の事件は、民間に任せれ

ば競争原理でサービスが向上するとして社会

保障分野にもその原理を持ち込んだことに原

因がある。区民への良質な介護サービス確保

のため、国に対し、財源負担の拡大と介護報

酬の引き上げを求めるとともに、区内事業者

の実態調査を行い、事業者支援の検討を。

答　区の介護基盤は地域の固い結束で、つく
り上げていただいた。そのためコムスンが入

る余地はほとんどなかった。コムスンのサー

ビスを受けている方は他の事業者で吸収でき

る。今後、介護を商品化し利益追求するよう

な事業者は、厳しくチェックしていく。

問　鹿骨地域・篠崎駅近辺への保育園増設を。

答　実現したいと考えている。
問　篠崎公園地区のスーパー堤防に対し、区
がとっている態度・姿勢は北小岩地区と同様

か。また、都市計画道路 288 号線について

はルート変更以前に、静かで自然豊かな地域

になぜこの道路が必要なのか。

答　篠崎地区においても反対の方がいれば、
北小岩地区と同様にじっくり話をして理解を

求めていく。288 号線は、区内の必須の環

状線である。住民の方々で議論され、都市計

画決定している。必要な道路であることは、

すでに議論されている。無益な道路ではない。

インターネットで本会議をご覧いただけます

　ホームページで平成19年第2回定例会本会議の映像を

公開しました。

　平成19年第3回定例会からは、本会議をライブ中継しま

す。また、ライブ中継の概ね1週間後からは、見やすく編集した

映像を公開します。

　江戸川区議会ホームページからご覧ください。

　　http://www.gikai.city.edogawa.tokyo.jp/

　関心をお持ちでも、なかなか傍聴の機会をもて

ないという方も、ご自宅などのパソコンから区議会

本会議をご覧ください。

平成 19 年 第 3 回定例会開催予定

 9月19日（水） .....................本会議（議案上程、委員会付託）

 21日（金） .....................本会議（一般質問）

 25日（火） .....................本会議（一般質問）

 27・28日 .....................   
決算特別委員会

 10月1・2・4・5・9・11日 ....

 12日（金） .....................常任委員会（議案審査）

 15日（月） .....................各常任委員会（請願･陳情等の審査）

 23日（火） .....................本会議（委員会報告及び表決）

自治基本条例

保育園増設
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あ と が き
　区議会だより第183号をお届けいたします。 
　区議会だよりの編集につきましては、議会活動を区民の皆様
にご理解していただけるように分かりやすく、親しみやすい
紙面づくりを目指し、努力してまいります。　　　　　　　　　　

区議会だより編集委員会（◎委員長　○副委員長）
◎　島　村　和　成　　　　　　笹　本　ひさし
○　北　川　ひろし　　　　　　須　田　哲　二

みなさんから出された請願・陳情

◉今回の定例会で新たに委員会に付託されたもの 付託委員会名

  1号 有償在宅福祉サービス実施団体への助成に関する陳情 福祉健康委員会

  2号 北小岩地域のスーパー堤防構想の撤回を求める陳情 建 設 委 員 会

  3号「廃プラスチックの焼却処理と熱回収」に関する陳情 生活振興環境委員会

  4号 子どもの通院医療費助成を中学校3年生まで拡充する
ことを求める陳情

福祉健康委員会

  5号 妊婦無料検診の拡充を求める陳情 福祉健康委員会

  6号 小岩公園内のプール廃止後の跡地利用としての児童
プール設置に関する陳情

建 設 委 員 会

  7号 北小岩地域「スーパー堤防建設と街づくり案」の撤回を
求める陳情

建 設 委 員 会

  8号 仮称「江戸川区北小岩三丁目計画」13階建分譲マンシ
ョン新築工事に関する陳情

建 設 委 員 会

  9号 北葛西保育園の区立保育園存続を求める陳情 福祉健康委員会

10号 要介護認定をうけている高齢者の障害者控除をすみ
やかに認定することを求める陳情

福祉健康委員会

11号「格差社会」を是正し、いのちと暮らしを守るために
庶民増税の中止と社会保障の拡充を求める陳情

総 務 委 員 会

議員の寄付行為の禁止を徹底します
　公職選挙法では、金額の多い少ないにかかわらず、議員の

選挙区内での寄付を禁止しています。例えば、祭りや盆踊り

などの地域行事や、学校行事に際しての寄付、出産・新築など

の祝金、病気見舞品も禁止されています。また、区民が議員に

対して、寄付を求めることもできません。

　江戸川区議会は改めて法令を徹底して守ることに努めてま

いる所存です。

　区民の皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

●ご存じですか請願・陳情
　請願・陳情とは、みなさんの意見や要望を行政に反映させるため、区議会に対して、文書で施策の実現などを要望する制度です。議員の紹

介のあるものを「請願」、紹介のないものを「陳情」と呼んでいますが、区議会での取り扱いは同じです。

　提出された請願・陳情は、議案と同じように本会議でそれぞれの所管する委員会に付託し、慎重に審査を行い、再び本会議で議決します。

　審査の結果、内容に賛成できるものは「採択」、そうでないものは「不採択」という結論が出されます。

　採択された請願・陳情は、区長などの執行機関に送付し、その趣旨は十分に尊重されることになります。また、国や都が措置するような

内容のものは、意見書や要望書として提出します。

　なお、請願・陳情の代表者の方には、審査の結果をお知らせしています。

●請願・陳情の提出方法
○件名、趣旨、項目を簡潔、明瞭に記した文書を区議会議長あてに提出して

ください。

○案件が2件以上にわたる場合は、それぞれの案件ごとに分けて提出してくだ

さい。

○請願・陳情書の作成の際には、書式例を参考にするとともに留意事項もあり

ますので、あらかじめ議事係までお問合せください。

請願・陳情の審査順序
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○○○○○○○○○○○○○に関する請願( 陳 情 )
紹介議員　 甲　野　乙　雄　㊞

　

請 願 ( 陳 情 ) の 趣 旨
    ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
　つ き ま し て は、貴 議 会 に お い て 、○ ○ ○ ○ ○ す る よ う、
下 記 の と お り 請 願 (陳 情) い た し ま す。

記
 １　　○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
 ２　　○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
 ３　　○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成○○年　○○月○○日
 　　請 願 (陳 情) 者 代 表
 　　　　住　所　江戸川区○○△-△△-△△
 　　　　氏　名　○　○　○　○　㊞　外△△人
 　　　　電　話　○○○○-○○○○

江戸川区議会議長　　○　○　　○　○　殿

書式例

陳情書

●問 合 せ 及 び 提 出 先

　区議会事務局議事係

　５６６２－１９９４

みなさんと区議会みなさんと区議会

氏　　　名 住　　　所 印


